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東国大学韓医科大学との第一回の合同シンポジウムについて
平成14年 5 月 20 日に和漢薬研究所は東国大学校韓医科大学・韓医薬研究所との部局間交流協定を締結した。
この交流協定にもとづいて平成14年11月 6日，第一回の合同シンポジウムが東国大学校慶州キャンパスにおい
てに開催された。和漢薬研究所からは済木育夫，浜崎智仁，服部征雄の各教授が参加し，下記の講演を行った。
韓国で全国一斉に行われる大学進学のための統一試験日（例年，朝方にひどい交通渋滞がおこる）にもかかわ
らず，早朝9時から約80名ほどの職員，学生が会場に集まり，それぞれの講演に対する活発な討論が行われた。
次回は平成15年10月 11～12 日に開催予定の第 9 回国際伝統医学シンポジウム・富山などを利用して学術交流
を行うことが確認された。
1. Metabolic activation of crude drug components by human intestinal bacteria. Masao Hattori, Institute of Natural 
Medicine, Toyama Med. Pharm. Univ, Japan. 
2. General situation of prevention and cure of bronchial ashma with traditional Chinese medicine. Guo Xin, 
Shanghai University of Traditional Chinese Medicine, China. 
3. A Kampo (Japanese Herbal) medicine Juzen-Thaiho-To prevents the malignant progression and metastasis of 
tumor cels. Ikuo Saiki, Institute of Natural Medicine, Toyama Med. Pharm. Univ, Japan. 
4. Regulation of N-acetylglucosaminyltransferase and matrix metalloproteinase-9 by hepatitis B virus infection 
into human liver cells. Cherol-Ho Kim, Dongguk University College of Oriental Medicine, Korea. 
5. Effect of DHA on the human hostile behavior. Tomohito Hamazaki, Institute of Natural Medicine, Toyama 
Med. Pharm. Univ, Japan. 
6. Anti-tumor effect of slamosin, a novel disintegrin isolated from Korean snake venom. In-Cheol Kang, Graduate 
School of East-West Medical Science, Kyunghee University, Korea. 
民族薬物資料館一般公開
民族薬物資料館は，世界の諸民族が伝統的に用いてきた民族薬物を蒐集し，保存・展示しである資料館で，
保有数並びに種類の多様さは世界に類を見なし、。生薬標本は整理済みのものだけで約21,000点あり，中国医学，
インド医学，ユナニー医学，チベット医学などの伝統医学で用いられる生薬及び各国の伝承医学で用いられる
生薬（民間薬）からなる。その他，植物押し葉標本，生薬製剤，配置薬資料，本草書なども納められており，
それらの学術的，博物学的価値は非常に高し、。現在，生薬標本の画像に学術情報を付したデータベースを構築
中であり，一部はインターネットを通じて公開しているO 当資料館は世界の伝統医薬学の研究及び教育に資す
ることを目的にしており，その一環として平成10年から毎年 1 回の一般公開日を設けている。今年で 5 回目を
迎えた一般公開における実施内容は次のとおりである。
公開日： 2002年11月 2 日
内 容： 1 日 5 回，各 1 時間毎，伝統医学及び生薬の説明をしながら館内を案内した（予約制）。また，薬効
解析センターで行った研究の成果をポスターで掲示し説明を加えた。汎用生薬を展示し，実際に手に触れにお
いや味を感じてもらうコーナー，民族薬物データベースへのアクセス方法を説明するコーナーを設けた。
講演会：薬効解析センター・小松かっ子助教授による「チベットーモンゴル薬草紀行」
参加者： 70名
